
 

 

 

令和７年６月～７月、市内在住の現役デザイナーを講師にグラフィックデザインの仕事を体験する学

習会を開催しました。２日間の日程で、高校生～大学生の計８人が掲示物のデザイン作成に挑戦しまし

た。 

１日目はひと・まちテラスで開催し、デザイナーの新井隆史さんから仕事内容や働き方について聞いた

後、３つのグループに分かれデッサンのワークショップを行いました。実際の仕事の流れを知るため、市

職員が「発注者」役となり、域学連携を PR する掲示物の作成を依頼。参加者が「デザイナー」役となっ

て、「中津川×学生」をテーマにデザインを作成しました。花火やツツジ、五平餅といった中津川市の四

季の魅力に、セーラー服姿の高校生やスマートフォンなど学生らしさを感じられる要素を組み合わせ、

ユニークなデッサンが完成しました。 

２日目は coagari で開催し、イラストレーターのソフトを使ってデッサンをデータ化しました。参加

者たちは徐々に使い方に慣れ、うまく図形や色を調整して作業していました。 

完成した３つの作品は、令和８年５月まで、ひと・まちテラス２階 学習室前のパンフレットスタンド

に順に掲示します。 

参加者からは、「中津川の自然をイメージして作ることができた」、「プロ直伝の効率アップの仕方や、

編集の仕方など、将来に向けた術を学ぶことができた」といった感想がありました。 

 

 

 

 

【coagari 学習会】「現役デザイナーに聞く・知る・体験する！グラフィックデザインの仕事」

を開催しました！ 


